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ダイ オ キ シ ン ・ 環 境 ホ ル モ ン 問 題 は
終 わ っ て い な い
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埼玉県所沢市の「くぬぎ山」。周辺に廃棄物の中間処理施設が点在する。

＠立川涼・ダイオキシン類をめぐる考え方と対策のあり方
＠武田玲子・ダイオキシンの人に対する本格的研究は始まったばかり

黒田洋一郎・環境化学物質汚染による子どもの脳の発達障害人的資源劣化の恐れ
松崎早苗・渡辺正『ダイオキシン神話の終焉』の論法

ｅ川名英之・ｒダイオキシン神話の終焉』農薬由来説に強い批判
＠河登一郎・『ダイオキシン神話の終焉』に対し一市民の視点から
⑤神山美智子・行政と企業の努力だけで環境問題は解決できない
＠中下裕子・地球を汚染する有機フッ素化合物
＠「発起人からひとこと」なだいなださん
＠「残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約」が２００４年５月１７日に発効-

アンケートヘのご協力を有難うございました／会員からのＱ＆Ａ
ＩｒｌｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＮｅｗｓＣｌｉｐ（最近の国際動向）
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ダイオキシン・環境ホルモン問題は
終わっていない

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ、２８

第 三者の技術評価が必要

焼却施設については、最近川発された新技術によ
るものも多数導入された。市町村の担当者は企業か
ら持ち込まれる情報について的確に判断することは
むずかしい。国は第三者機関として、新技術につい
ての得失等を公表し、市町村に判断材料を提供する
ことが望ましい。さらに新技術の導入が急ぎ過ぎだ

の協力があれば過剰設備は避けられる。税金の無駄

使いであろう。ついでに附言すれば、焼却施設は工

場であって文化会館ではない。市町村によっては見

事すぎる施設となっている。首長によると、立派な

建物は住民（７）評判がよいそうで、そうなれば市民も

税金の無駄使いに加担していることになる。

もっとも、市町村側にコスト意識は希薄なことも

ある。市町村側で所要経費を抑えても、それが市町

村に戻ることはなく、同レペルで他の過剰設術に使

われるのであれば、意味がないことは焼却施設だけ

でなく、国のタテ割袖助金に付随する共通の課題で

あり、地方分権の進展にも期待したい。

代 表 立 川 涼
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ダイオキシン類をめぐる考え方と対策のあり方

対 策 の 成 果 と 過 剰 設 備

ダイオキシン類について、思いつくままに二、三

の こ とを 書 いて み る。

ここ数乍の最大の成果は、ダイオキシン類の環境

排出量の大幅削減を、短期間に実現したことである。

このことは高く評価されてよい。ところがここ数年、

市町村の一般廃棄物焼却施設の更新、新設が急速に

進 み 、 全 国 的 に み る と 過 剰 設 術 に な っ て し ま っ た。

施設単位でも、保守点検、事・故対応のため、想定さ

れるゴミ量にくらべ過大な能力となっている。平成

１２年に循環型社会形成推進基本法が成立し、ゴミ減

らしを多ｍｉ的に取り組むこととなったことは、ゴミ

不足状況を一屑加速しかねない。ゴミが減らなけれ

ば基本法の実効性が間われる。すでにリ尭却能力に余

裕のある自治休では産廃の焼却が行われている。（住

民認定で一一般ゴミの焼却に限定した施設もあり、ま

た安易に産廃処理をしては、産業側にモラルハザー

ドを生み、産廃削減のためのインセンティブを減退

させかねない。保守点検、事故時には近辺の自治体



ったことも指摘しておきたい。このことは、焼却炉

だけでなくＲＤＦなどでも然りである。大型の、し

かも均質気体や流体でなく、多様な固形物の混合物

である廃棄物について、企業レベルで技術を完成す

ることはむずかしい。市町村で税金を使っての試験

開発は避けられない。限られた自治体で数年の開発

研究を行い、初期エラーを見出し、また改良点を探

す。今回は、こうした周到な準備がなく、短期間に

多数の施設を展開してしまった。多分、こうした手

続きを踏めば、事故、トラブルも減り、過剰投資も

少しは防げたかもしれない。速い対応を求める住民

の要求もあり、行政にもむずかしい梶取りが問われ

る課題ではある。

高 性 能 小 型 炉 の 開 発 と 普 及 は 必 要

ダイオキシン類削減対策は一般廃棄物焼却が中心

であった。一定の成果は上がったが残された課題も

少 な く な く な い。

国のダイオキシン類の排出量の目録は、大変困難

な 作 業 で 国 し か 出 来 な い 。 一 般 廃 棄 物 焼 却 施 設 は、

煙道からの排ガスの少数回測定でも、全国に多数あ

る類似施設の測定例も参考に、相対的には確度の高

い排出量の推定も可能であった。ところが小型廃棄

物焼却炉は一筋縄ではいかない。そもそも煙は煙突

から出るとは限らない。炉体のあちこちから漏れる

こともある。高知市がダイオキシン測定を全く行わ

ず机上で市内の小型焼却炉からのダイオキシン排出

景を推計したことがあるが、小型炉の排Ｉ出量は市の
一廃焼却施設よりはるかに多かった。諸般の情勢か

ら、今後小型焼却炉は減少の傾向を辿ることは間違

いない。それでもリサイクル等にも限界があり、最

終 的 に は 焼 却 に 頼 ら ざ る を え な い 情 況 は 当 分 続 く。

高性能で、特別な専門家を必要としない、かつ適正

な価格の小型炉の開発は進めたい。マーケットは国

内だけでなく、アジア諸国などでも小さくないであ

ろ う。

産業系発生源についても、その確度の向上には企

業 側 の 全 面 的 な 協 力 が 欠 か せ な い 。 最 近 に な っ て、

塩素化合物を扱う多くの製造現場等で新しいダイオ

キシン類の発生が確認されており、新たな検討課題

で あ る。

ダイオキシン類は、法律ではＰＣＤＤ及び、ＰＣ

Ｄ Ｆ に コ プ ラ ナ ー Ｐ Ｃ Ｂ を 含 め で ダイ オ キ シ ン 類”

と 定 義されている。つまり行政はこの３群について

対応が求められる。過去数年間集中的に対策が講じ

られてきたのは、一般廃棄物焼却施設であった。本

施設からは主にＰＣＤＤおよびＰＣＤＦが排出され、
コプラーＰＣＢはあまり出ない。コプラナーＰＣＢ

はＰＣＢを含む電機製品（コンデンサー、トランス

等）から環境に漏出される。しかも、環境や食品中

のダイオキシン類中、最高の存在割合を示している

のはコプラナーＰＣＢである。そこで新たなダイオ

キシン類削減対策としてＰＣＢ処理が浮上した。

Ｐ Ｃ Ｂ 処 理 、 化 学 処 理 法 の 限 界

国 は 化 学 処 理 を 基 本 と し た Ｐ Ｃ Ｂ 処 理 方 式 の 具 体

化に着手しているが、私は焼却が妥当な処理法と考

え て お り 、 そ の 意 見 ぱ Ｐ Ｃ Ｂ 処 理 特 措 法 案 ” の 国

会審議（平成１３年６月７日）でも参考人として意見

を述べた。膨大な税金を投入し、長期間が予定され

ている処理だけに改めて書いておきたい。

化 学 処 理 、 具 体 的 に は アルカ リ 処 理 法 は 、 バ ッ チ

方 式 が 常 識 で 大 量 迅 速 な 処 理 に は 向 か な い 。 ま た 完

成した技術とは言えず、開発過程での事故も予想さ

れる。イヒ学実験を学んだ者で金属アルカリ処理で火

災や爆発を経験した者は少なくないはずである。一

方回収されたＰＣＢ廃油に関しては、すでに鐘ケ淵

化学高砂工場での熱媒体ＰＣＢの大量処理が短期間

に、当時としては世界最高水準で行われた実績があ

る。化学処理法が未完である以上、処理期間も経費

も正確な対比はむずかしいが、回収ＰＣＢ油処理に

関しては、私は粗っぽく焼却法は化学処理にくらべ、

期間もコスト（税金）も１０分の１で済むと言っている。

絹 か い 検 討 課 題 は 残 って い る 。 ト ラ ンス 、 コ ン デ

ンサーでは金属製ケースの洗瀦とその無害化処理は

未 完 で あ る 。 も っ と も こ の 点 は 化 学 法 に も 焼 却 法 に

も共通の課題である。トランス、コンデンサー回収

ＰＣＢは、熱媒体ＰＣＢにくらべ、他種有機塩素化

合物含有割合が高く、また金属やセンチゴミの混入

も予想される。燃焼法にも若干の工夫はいるであろ

う。日本は財政的に厳しい現実であり、高価格体質

を も つ 化 学 処 理 の 見 直 し は 今 か ら で も 遅 く は な い。

化学処理を選択した理由として、ＰＣＢ焼却処理は

ダイオキシンも発生するという理由で市民の反対が

ＮＥｖｖｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ２８●



抑えられない、支持がえられないとの巷問の噂もあ
る。化学処理を選んだ行政と専門家集団の力量、あ
るいは見識が問われよう。市民はおろかではない。

市民を信用しなければ民主主義は成り立だない。

有機臭気類の汚染は急増

人工化学物質の安全対策を個別化学物質別に実行

することは、これまでの国際的な常法であり、その

有効性は否定できない。しかし、一方で複雑多様化

する化学物質のヒトと地球生態系への形響は対策が

全 く 追 い つ か な い。

塩素化ダイオキシン類でも、その延長線上で臭素

化ダイオキシンや臭素化ビフエニールエーテルの環

境汚染と人体蓄積がにわかに関心を集めている。塩

素化ダイオキシン類の環境存在量の上昇は止まって

いるが、有機臭素願の汚染はこの十年あまり、欧米

での急増が明らかになっている。塩素化ダイオキシ

ン類のヒトヘの給源は主として食品と考えられてい

る が 、 臭 素 化 合 物 に 関 して は 、 室 内 ゴ ミ な ど 大 気

（呼吸）経由の暴露が注目されており、シックハウス

なども含めて居住環境の安全が問われはじめている。

なお、自然生態系ではヒトも含めて塩素と臭素の両

種のハロゲン元素を含む有機化合物もある。途方も

ない種類の多さと微量分析の困難性のためほとんど

手 が つ け ら れて い な い。

包 括 的 な 化 学 物 質 管 理 に 向 け て

有機塩素、有機臭素の延長線上で同じハロゲン元

素である弗素の化合物も最近関心を集めている。例

えばＰＦＯＳ（ｐｅｌ皿ｌｏｒｏｏｃｔａｎｅｓｕｌｔ` ｏｎａｔｅ）は紙・繊維

製品、洗剤、化粧品、電化製品など実に多方而で使

川されている代表的な有機弗素化合物である。主生

産者３Ｍは自主的に生産を巾止した。さらに、ＰＦ

ＯＡ（ｐｅｒｎｕｏｒ（３ｏｃｔａｎｏｉｃａｃｉｄとその塩）が問題になっ

ている。この物質はテフロンコーティングに広く使

用 さ れて い る 。 Ｕ Ｓ Ｅ Ｐ Ａ （ 米 国 環 境 保 護 局 ） は、

今すぐテフロン使用を巾止する状況にはないが、至

急、広範な毒性試験を実施すると言っている。

ダイオキシン類など有機ハロゲン化合物は、もと

もと複雑な毒性を持ち、その解明は容易ではなかっ

たが、環境ホルモン毒性も明らかになり、毒性研究

は一層複雑さを増している。ダイオキシン類の安全

は、ダイオキシン類だけに限定した対応では実現は

むずかしいが、一方ではダイオキシン類での経験は、

今後の包括的な化学物質安全を具休化する重要な・一

歩 で も あ ろ う。

人工化学物質を安全に使いこなすための今後の方

向を示すものとして、「予防原則」とＥＵから捉示さ

れている「ＲＥＡＣＨ」が注目されるが、ここでは

ふ れ な い。

旧ミ）本稿は、月刊誌の『産業と環境』（０４年３月号）よ

り許可を得て昿載。ただし、小見？１１ｊしは編集部でつけた

ものです。

ダイオキシン・環境ホルモン学習会の開催
国民会議では、ダイオキシンや環境ホルモンについて、最近の研究によりどのようなことがわかっている

のか、話題となっているように本当にダイオキシン川題は終わったものであり、また環境ホルモンは脅威と

考える必要はないのかなどの諸問題について、ディスカッションや質疑応答を活発に行える内部学習会を開

催いたします。ディスカッションを通じて、認識を深める場にしたいと考えています。

皆様のご参加をお待ちしております。

○日時：５月２８日（金）１８：３０～

○場所：介護十会館１００３号室

○参加費：資料代（実費程度の予定）

※今回の学習会は、内部学習会のため、参加は国民会議会員に限らせていただきます。

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．１４



シン・ ホルモン問題は終わっていない

ダイオキシンの人に対する
本格的研究は始まったばかり

ダイオキシンの人に対する影響の研究は、その計洲の

難しさ（技術的にも政治的にも、また、次世代への影響

に関しては長時間の観測が必要であることなど）から、

なかなか進展が望めなかった。しかし、最近のダイオキ

シン研究は、新たな展開を見ているといってよい。この

展開は、決して一部の人が言っているようなダイオキシ

ンが、もう心配がいらない物質であることが分かったと

いうものではない。

そのひとつの流れは、イタリアや台湾でダイオキシン

に高濃度にさらされた人々のことを長期にわたりよく観

察するという地道な努力によってはじめて分かったこと

である。イタリアのセヴェソにおける化学工場の爆発の

結果、ダイオキシンが降り注いだ。直後に生まれた子供

たちは女児が統計的に有意に多かった。事敞から２０数年

が経過し、セヴェソでダイオキシンにさらされた子ども

たちが成長し、子どもを生む時代になった。事故当峙、

１９才以下であった男児が結婚して、生まれたこどもの性

別は、女児の数が男児の数を、統計的に有意に上回って

いたのである。

台湾では、日本のカネミ油症の事件と同じように、食

用油に混入した、ダイオキシンやＰＣＢｓを食べることで

発症した事件があった。この台湾油症事件でも、事故当

時１９才以下であった男児が結婚して、生まれたこどもの

性別は、女児の数が男児の数を、統計的に有意に上回っ

ていたのである。

その他の異常として重大なことは、ダイオキシンや

ＰＣＢｓに高濃度にさらされた母親から生まれた子どもに

は、脳の発達と甲状腺の代謝に異常があることである。

また、日本のカネミ油症の被害者で、妊娠直前あるいは

妊娠中に汚染された油を食べた母親から生まれた子ども

は、生後４年以内に２５％が呼吸器の病気がもとで死亡し

ている。肝臓のある酵素（アラニンーアミノトランスフ

ェラーゼなど）が生後にダイオキシンにさらされた子ど

もで、急速に高まることが知られている。この異常は、

２年から８年の問に、正常値に戻ってはいるか。骨髄の

常任幹事を吊婦．４、、科医師武田玲子

造血機能に対する影響については、研究は少ない。これ

は、この分野の研究が最近になって発達したためであり、

影響がないということを意味するものではない。生まれ

る前後にうけた造血機能にたいするダメージは、後の免

疫機能に重大な影響をあたえるものであるからだ。

現在、胎児や乳幼児たちがさらされているダイオキシ
ンやＰＣＢｓのレベル（上記の事故に出会った子どもたち

よりずっと低いレベル）でも、脳の発達と甲状腺の代謝

に異常がおこりうることが、最近の研究でわかってきた。

脳の発達について言えば、脳の神経細胞は妊娠１３週すぎ

までにっくられてしまう。その後、脳に樹状突起が作ら

れ、髄鞘形成の開始により脳は発達する。とくに妊娠３０

週ごろは男児の視覚空間認識の形成に大切な時期であ

る。この時期のダイオキシン被曝は重大な彫響を与える。

また、ダイオキシン被曝の甲状腺ホルモンの代謝に対す

る影響は、妊娠中と生後しばらく著しい。しかし、この

時刈は、とても大切で、この短い時期に甲状腺ホルモン

が必要なだけ十分働かないと、以後脳は発達を遂げるこ

とができなくなってしまうのである。その他、肝臓酵素

の一時的増加、骨髄の造血機能にたいする彫響、肺機能

にたいする影響についても異常を起こすという報告があ

る。これらの研究は始まったばかりなのである。

もうひとつの重要な流れは、２００３年に、米軍がヴェト

ナムでまいた、ダイオキシンをふくんだ除草剤散布の詳

細な記録が発表されたことである。米軍の退役軍人で、

ダイオキシンを含んだ除草剤散布にたずさわった人に

は、すべての部位のガンが増え、前立腺ガン、悪性黒色

腫が増えることが分かってきた。除草剤散布の詳細な記

録は、退役軍人の被爆量を決定できる。また、現在も、

高濃度に存在するヴィエトナムの村村の詳糾な被爆量を

計算することができる。ダ・イオキシンの人に対する影響
の知識はこの詳細かあきらかになることでもっと進展す

るであろう。

日本のカネミ油症事件についても研究は始まったばか

りといってよい。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ１４０



イオキシン・環境ホルモン問題は終わっていない

東京都神経科学総合研究所、ＣＲＥＳＴ（分子神経生
物学、神経毒性学）主著に『アルツハイマー病』
『ボケの原因を探るｊ（共に岩波新書）など。

症などと診断され、社会的には学力低下、 “落ち着き

が な い ’ ≒ “ 切 れ や す い ’ ≒ “ 引 き こ も り ≒ な ど と 表 現

されている子どもたちが増えている。

日 木 よ り も 早 く 疫 学 調 査 が 行 わ れ た 米 国 で は、

ＡＤトＩＤ児が６％前後、自閉症児が０．２％の割合で存在

し、カリフォルニア州では１１１閉症児が１９８７年から９８

年の問に２倍になったという統計もある。日本でも

最近の文利・省の調査で、ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症

と思われる学童は全体の６．３％にも達している。この

原因としては出産前後に起こる子どもの脳の機能発

達が、母体やり乳からの環境化学物質により障害を

受 け た 可 能 性 が 考 え ら れ た。

もちろん、脳の機能発達には化学物質汚染の他に

家庭・社会環境まで多くの環境因子が関係しており、
-・つの因子だけが原囚だと断定することは出来ない。

ところが、知能やド ‘ 学 力 ” を 含む子どもの行動につ

い て は 、 Ｅ ］ 本 で ぱ し っ げ や 教 育 の 方 法 の 問 題 と

してだけ、捉えられる傾向があった。「脳そのものに

変化が起きていて、おかしな行動が生じているので

はないか」という科学的、医学的には当たり前の疑

問から出発した議論は非常に少なく、脳の変化とし

ても、環境ホルモンのような化学物質の汚染との関

係が論じられるのは、『奪われし未来、ドシーア・コル

ボーン他著』などの出版を待たねばならなかった。

子 ど も の 脳 に 侵 入 す る 化 学 物 質

実は、化学物質が脳の発達ＱＪニ彫賢し、病気や１；章占

を生じることは背から分かっていた。例えば、ヨー

ドが飲み水などに不足している地域ではクレチン症

という爪皮び）矢１１的障害・精神迎滞を伴った発達障害

が多発していた。農薬など化学物質汚染が顕著にな

った米川の五大潮川辺ではＰＣＢなどで汚染された魚

を食べた母親から生まれた子どもにＩＱの低下など脳

神 経 系 の 障 害 が 報 告 さ れ た。

黒 田 洋 一 郎

ｅＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２８

環境化学物質汚染による子どもの脳の
発達障害人的資源劣化の恐れ

鳥インフル エ ン ザ 流 行 の 陰 に ダイ オ キ シ ン ？

私たちの身の回りには各種のプラスチックをはじ

め、人工の化学物質が溢れている。そのなかで食品

添加物のように意図的に食品に添加され体内に入る

ものは、比収的対策が立てやすい。使わなければよ

いからだ。やっかいで、しかも未知のことが多いの

は、ＰＣＢやダイオキシンのように、環境中にばらま

かれ、それが生体濃縮を通じて食べ物に入るという

形で人休に吸収されるものだ。昨今大騒ぎの「鳥イ
ンフルエンザウイルス」などによる新しい人獣共迦

の感染症の増加も、ダイオキシンなどの環境化学物

質汚染によるヒトや動物の免疫力の低下が一因であ

る可能性がある（注１）。

現在、社会で使われている化学物宕１１１は１０万種類を

超えると言われ、さらに年々新しい物質が加わって

いる。そのうち毒性が予想され、すでに要注意とさ

れているものだけで１（）００伍垣余りあると言われてい

る。しかも、この見積もりには、致死量よりけるか

に低い濃度で脳神経系にだけ作用を及ぼすものはほ

とんど入っていないと思われる。発ガン性などの＝毒

性に比べて、脳神糸１１毒性の研究は、脳そのものが複

雑で研究が遅れていたために、特に遅れていてよく

調べられていなかったためである。

化学物質の増加に追いつかない脳神経毒性研究

新しい化学物質の即発やそれらを含む新しい製品
の増加に比べ、直接、間接に私たちの体内に人って

くる物５Ｓ？が脳にとって安全なのか、ことに１０年２０年

と微量な物質が脳に淵まってきたとき、脳は大丈夫

なのかということはほとんど確かめられていない。

記憶・学習など脳の高次機能を３０年近く研究して

きた者として、子どもや若ｆｆ狸）脳が最近全体的にお

かしいのではないかと感じる。医学的には学４ダ？障害

（ＬＤ）、注意欠陥多ｇ？万性障害（ＡＤＨＤ）、ｉ烏機能ＩＬＩ閉



日本でも有機水銀に被曝した母親から脳などに重

度の発達障害をもつ子どもが生まれた。胎児性水俣

病である。台湾でも発生したカネミ油症類似の事件

では被害者の母親から生まれてきた子どものＩＱが約

５ポイント低下し多動性も増した。脳は多くの遺伝

子で規定される蛋白質などからなる精密機械で、精

密な機械であるだけに壊れやすい。特に化学物質を

情報分子としてフルに使っているので、外界から侵

入してくる人工化学物質に容易に撹乱されてしまう。

成熟したヒトの脳では、血液脳関門という「関所」

で、その侵入を極力防いでいる。しかし、胎児や乳

幼児ではこの「関所」が未発達で、色々な化学物質

が侵入しやすい。脳では、各種ホルモンを含む、数

多くの体内化学物質によって精緻に調節されながら

数万といわれる遺伝子が発現し、知能や行動を決定

する神経回路が出来上がっていく。この一連の遺伝

子発現は環境ホルモンなどの環境由来の化学物質に

撹乱されやすく、子どもの脳の機能発達障害につな

が る。

Ｐ Ｃ Ｂ や 殺 虫 剤 成 分 の 危 険 性

私たちの最近の研究（注２）からは、脳の機能発

達に重要な甲状腺ホルモン依存性の遺伝子の発現が、

ＰＣＢや水酸化ＰＣＢによって阻害されるばかりでなく、

記 憶 学 習 に 重 要 な 活 動 依 存 症 の 遺 伝 子 の 発 現 も、

ＤＤＴや家庭用殺虫剤に含まれるピレスロイドなどの

化学物質によって撹乱されることが分かった。

ＰＣＢは１９７０年代に生産・販売は中止されたが、今

では北極グマやイヌイットの人々から高濃度のＰＣＢ

が 検 出 さ れ 、 日 本 人 の 平 均 体 内 濃 度 も か な り 高 い。

さらに古い蛍光灯のコンデンサーなどには現在でも

含まれており、ハ王子の小学校ではＰＣＢ汚染事故が

起こった。また不法投棄や管理の悪さによると思わ

れるＰＣＢ汚染度が高い地域があり、まだ私たちの身

の回りに存在し、新たな人体汚染が起こっている可

能性がある。ＤＤＴも南アジアでは現在も大量につか

われ蒸発しやすいので大気中に拡散・移動し、使用

が禁止されている中高緯度地帯の国々にもグローバ

ルな汚染が拡がっている。

またハエやゴキブリなどを極度に嫌う、いわばナ

チスにも見られたような異常な清潔感から、ベルメ

トリンなどピレスロイド系化学物質が成分の殺虫剤

を身の回りで多用する人が多い。ことに密閉度の高

い室内でまけば、まさにガス室状態になる。この場

合 、 殺 さ れ る 側 だ け で な く 、 殺 す 側 に も 因 果 応 報 的

に悲劇が生じる可能性がある。出産予定の女性はこ

と に 注 意 すべ き と 考 える。

膨大な数の化学物質に比べ、その毒性研究は余り

に も 少 な い 。 特 に 、 加 齢 に よ り 発 生 す る 晩 発 性 の

（ 慢 性 ） 毒 性 が 全 く 未 知 の ま ま で あ る 化 学 物 質 が、

我々の身の回りに溢れている。しかも、これまでは

毒性の「未知」を「安全」と言い換え、毒性実験で

危険だというデータが出てくると、「慢性毒性試験で

行っている短期間での高濃度または大量投与による

結果は実際にはありえない（注：数十年にわたる実

験 は で き な い の で、 代 替 手 段 と して 仕 方 な く 行 って

いることを承知の上で）」とか、「動物実験の結果は

人間に当てはまらない（注：毒性実験ではヒトは使

えないので必ず動物を使うことを承知の上で）」と言

って、そのデータの不十分さを衝き、「危険がきちん

と証明されていない。ゆえに安全」という奇妙な論

理のすり替えが往々にしてまかり通ってきた。

脳 神 経 毒 性 学 の 研 究 は 急 務

ヒトの脳の複雑さや特殊性は近代科学が最も苫手

とするもので、ことに、脳の高次機能に対する毒性

を分子レベルで厳密に科学的に実証することは、難

し い 。 ま して や 、 慢 性 毒 性 に よ る 危 険 度 の 予 測 を、

厳密な科学実証主義によるデータで行おうとすると

手 遅 れ に な る 。 ヒ ト に 被 害 が は っ き り 出 る 前 に は 厳

密 に は 証 明 で き な い か ら だ。

多くの人々による社会的合意のもとに、「予防原則」

によりひとつひとつ危険を避けていくしかない。実

際にはＤＮＡマイクロアレイや培養細胞などを用いた

迅速な神経毒性検出システムの開発と、毒性評価の

ための脳神経毒性学の研究が急務である。学習障害

（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）、自閉症など

の脳の発達障害が子どもたちに増えつづける可能性

を 減 らす た め に も。

（注１）吉川黍弘、黒山洋一郎：「新しい人獣共通感染

症の流行とグローバルな環境化学物質汚染」ｒ科

学ｊ（岩波書店）２００４年４月号

（注２）黒田洋一郎：「子どもの行動異常、脳の発達障

害と環境化学物質汚染-ＰＣＢ、農薬などによる遺

伝子発現のかく乱」『科学』（岩波書店）２００３乍
１１月号

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ，２８●



オキシン・環境ホルモン問題は終わっていない

渡辺正『ダイオキシン
終焉』の論法

英国学 者 エ ム ズ リ ー 氏 の 受 け 売 り ？

またしても渡辺正氏が「ダイオキシン騒ぎの終焉」

という論文を雑誌「化学」（２００３年１０月号）に書いて

いる。彼は以前に自分が翻訳した『逆説・化学物質-

あなたの常識に挑戦する』（丸善、１９９６）の著者・英

国 オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 学 教 授 ジ ョ ン ・ エ ム ズ リ ー

（ＪｏｈｎＥｍｓｌｅｙ）の説にすっかり寄りかかっているよう

である。この人は酸性雨で森が枯れたのは嘘だとか、

フロンでオゾン層がうすくなっているのは嘘とかいう

本をたくさん出版している。だから、渡辺正氏は安心

して、「……酸性雨が樹を枯らすという話も１０年前に

ほぼ消えた。」などと書いている。なんという乱暴な

表現だろう。亜硫酸ガスで禿げ山をつくった我が国の

歴史をなんと心得ているのだろう。

彼は「環境の科学は若いから、環境影響の原囚につ
いて説が出てもすぐひっくり返るのは当然だ」として

いる。それならば、「（仮）説」を提唱してその根拠を

示そうとして苦闘している研究者たちの仕事をもう少

し丁寧に見る必要がある。それをしないで、エムズリ
ー氏のように否定のデータだけを並べて、あたかも環

境研究者がみんないかがわしいのだと思わせている。

だから、渡辺正氏のような人は科学を科学たらしめた

いという志に基づいているのではなく、金銭的な物差

しで判断すべきだという動機に基づいている。

問 題 の す り 替 え で 業 界 を 利 す る

そのことは、彼がダイオキシン対策のために莫大な

資金を投入して焼却炉の建設・改修を行ったことを批

判していることに現れている。ところが、それは公共

半業の入札に談合があることや政治と業界との癒着の

問題であるのに、「科学的根拠がおかしいｊからそれ

が起こったのだと、問題をすり替えている。問題のす

り替えによって別の業界（プラスチック業界・化学丁

業界）を利することを目的としているのだ。

しかし、地球温暖化、オゾン屑破壊、酸性雨、ダイ

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１２８

神話の

常任幹事松 崎 早 苗

オキシン、環境ホルモンなど、いずれについても「科

学」が政治決定の場に登場する時代であるから、市民

は「鑑識限」を養っておかなければならない。渡辺正

氏の企画をうかうかとのんでしまった日本評論社の二

の舞を、っぎに自分がしてしまう可能性を常に念頭に

お く 必 要 が あ る。

ダイ オ キ シ ン が 問 題 な い ３ つ の 根 拠 ？

ダイオキシンについて渡辺正氏は何を書いている

か。彼がダイオキシン問題に触れたのは「１９８７-９７年

度の１１年間、文部省重点領域研究（連続３期）の事、務

局を預かった縁で、」耳学問をしたためである。その

刈間の終わり頃、上記の本を翻訳して考えが変わり、

「ダイオキシンの毒性も被害の訴えも、ほとんど幻想

にすぎないと確信でき」たそうだ。

そして「化学」（２００３年１０月号）で挙げている事柄は、

１）「政府の対策によってダイオキシンの体内レペル

は１９７０年代以降下がってきていて「問題ないレベルに」

あ る。

２）塩ビを燃やしてもダイオキシンは増えない。塩ビ

は俊秀な材料であるから、これを止めるのは間述い。

３）人豆に含まれているエストロゲン（ゲニステイン）

が日本人の健康を守っているのだから、「ゲニステイ

ンの効果をほんの少しだけ高めるダイオキシンの内分

泌かく乱作用は、むしろ健康に効くはずだ。］

な ど で あ る。

１番目の「問題ないレベル」かどうかの論争には紙

数がかかるので止めておく。ここでは彼がたったー・つ

の証拠にもとづいている２）と３）について述べよ

う 。

ア メ リ カ 化 学 工 業 会 の デ ー タ を 援 用

２喬日の議論で渡辺氏が示しているのは、Ｆゴミの

塩素濃度とダイオキシンの上盲ｆ謡の関係」が州周関係

なしとする、９５年に米岡のリゴ氏ら（Ｒｉｇｏｅｔａｌ．）が出

した唯一の図だ（渡辺氏はダイオキシンの生成ＴＪｉ比書



いているが、実は「塩化水素の生成量」の間違い。ダ

イオキシンは測定されていない）。アメリカ化学工業

界（当時はＣＭＡ-ＣｈｅｍｉｃａＩＭａｎｔＪｆａｃｔｕｒｅｒｓＡｓｏｃｉａｔｉｏｎとい

う名前で現在はＡＣＣ-ＡｍｅｒｉｃａｎＣｈｅｍｉｃａｌＣｏｕｎｃｉｌという

名前）が金を出してデータを集めさせた仕事である。

この図は直ちに批判を浴びた。

すなわち、炉の形式、製造年、処理量がまちまちの

データを一枚の図にぶち込んで「相関がない」からと

いって何の根拠になるのかという批判である。相関が

ないのが当たり前で、研究の名にも値しない。しかし、

その時まで焼却炉で塩ビを燃やすとダイオキシンが出

るという証拠を突きつけられて対策に苦慮していたＣ

ＭＡがこの図を根拠に大キャンペーンを行ったので、

リゴ氏の論文そのものを無力化する対抗論文が出た。

出 し た の は グ リ ーン ピース の パ ッ ト ・ コ ス ナ ー 氏

（ＰａｔＣｏｓｔｎｅｒ）である。９７年にアメリカでダイオキシン

国際会議があったとき、この論争の真っ最中であった。
コスナー氏はリゴ論文のデータから地方自治体の一般

ゴミ焼却炉と医療ゴミを焼く産業廃棄物炉を分けて、

塩素量と塩化水素発生量との相関を再検討した。その

結果、一般ゴミ炉２２基のうち１５基でプラスの相関が示

され、医療ゴミ炉では１５基のうち１０基でプラスの相関

が示された。というわけで、「何の相関もない。めち

ゃくちゃな関係だ」と主張したい根拠は覆された。そ

れまでに［塩ビなどに含まれる有機塩素がゴミ焼却炉

でダイオキシンを発生する］という研究論文は、炉の

条件と燃焼条件を明らかにしてきたのに、リゴ氏の論

文ではそれがめちゃくちゃだった。

「 食 塩 か ら も ダイ オ キ シ ン 」 論 文 の ト リ ッ ク
っぎに工業界が打った手は「家庭ゴミの中の食塩か

らもダイオキシンができる」という論文の発表だった。

この実験は日本国内で行われ、新聞に発表された。と

ころが、そこには「隠された実験条件」があった。当

時大阪大学工学部の植村振作氏が曝露したものだが、

ゴミには活性自土というものが密かに混ぜられてい

た。化学屋ならこれが反応場を提供して、非常に反応

しやすくする（一種の触媒作用といってもよい）こと

が分かる。ただゴミに塩を含ませただけでは塩化水素

が出なかったからであろう。植村氏は講演で、活性白

土を混ぜると直ちに燃焼ガスが強い酸性になる（塩化

水素が発生する）ことを実験して見せた。

渡辺正氏は「研究費があるから研究者が集まる」な

どと書いているが、リゴ氏などの研究者のことはどう

なんだ？

「 ダ イ オ キ シ ン は 健 康 に 効 く 」 も 工 業 界 か ら 資

金 援 助 さ れ た 米 人 学 者 か ら の 引 用

３番目の「ダイオキシンが健康に効くはずだ」とい

う議論はアメリカのセイフ氏という研究者に端を発す

る。テキサス大学のこの研究者は工業界の資金援助を

受けて幅をきかせており、「ダイオキシンを誕生直後

のマウスに投与したら乳がんの発生率が下がった」と

いう論文を発表した。これに大喜びした工業界はさっ

そく「ダイオキシンは乳がんを抑える薬にもなる」と

いうキャンペーンを展開した。ところが、さすが大先

生だからよーく物を知っている。なぜ「誕生後」だけ

に与えたかが問題である。誕生前に与えたらどうなる

かも実験したに違いないが、それを隠したと思われる。

別の研究者は「誕生前」に投与した論文を直ちに発表

した。それでは、乳がんの発生率は増加した。それで

もセイフ氏はひるまない。工業界もひるまない。薬と

して与えるのだから、誕生前曝露は関係ない、という

わけだ。しかし、セイフ氏は乳がんにはエストロゲン

に敏感なものと無関係なものがあるのも知っているだ

ろう。大先生だから、もっと深いことも知っているだ

ろう。そうした深い知識から、あぶない結論を導く巧

妙な研究論文を繰り出してくることが懸念される。そ

うしたものにころころ馴されないためにどうしたらい

いか、日本の研究者も市民もマスコミも、ほんとうに

ふんどしの紐をしめてかからなければならない。

産 業 界 の 介 入 で 政 策 が 不 能 に
席 保 護 政 策 、 健 康 保 護 政 策 で は 科 学 的 な 議 論 が 欠

かせない時代である。その議諭に産業界が介入して混

乱を引き起こし政策を実行させなくしていることが、

大きな問題である。京都議定書つぶしにその例をみる

ことができるが、産業界のシンクタンクはますます隆

盛をほこっているので、新卒研究者の就職先としても

魅力を増して、われわれは一層困難になる。産業界の

手法については私が翻訳した、シャロン・ビーダー著

『グローバル・スピン』（創芸出版、１９９８）を是非読ん

でいただきたい。また、雑誌『環境ホルモン５号』で

は環境ネオコン批判を展開する予定であるので、もし

寄稿したい方があればご一報ください。
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ダイオ ン ・ 境ホルモン問題は終わってい

『ダイオキシン神話の終焉』
農薬由来説に強い批判
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『ダイオキシン神話の終焉』の内容をめぐって討論する左から渡辺
正、林俊郎、宮田秀明、藤原寿和（マイク）の４氏（撮影／筆者）

「ダイオキシン法は亡国」巡って討論

「環境を汚染しているのは主に過去に使った水１１１
除草剤だ」と言い切り、ごみ焼却炉からの排出対策
を基本とした『ダイオキシン頬対策特り｜』措世法」（ダ
イオキシン法）を「亡国の法律」と決めつけた『ダ
イオキシン神話の終焉（おわり）』（日本評論社）が
出版以来１年余で１万６０００部も読まれています。
この本の著者は渡辺正・東京大学生産技術研究所

教授（工学博士）と林俊郎・目白大学人間社会学部

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２８

教授（農ｇ；を博士）の共著。「止めよう！ダイオキシン

汚染・閔西ネットワーク」は２月１４日、著者２人と、

本で批判されたダイオキシン４叫究者の宮山秀叫摂南

大学教授（食品術生学・環境科学・公衆術生学）な

どを大阪工業大学に招いて公開討論会を開きました。

ダイオキシンは何でもない物質か

「徹底討論会」のパネリストは著者の渡辺、林両
氏、先述の宮田教授のほか、「ダイオキシン・環境ホ
ルモン対策国民会議」ダイオキシン委員会委員長で、



「止めよう！ダイオキシン汚染・関東ネットワーク」

事務局長の藤原寿和氏の計４人。この問題への人々

の関心の高さを反映して約３００人が詰めがけ、会場は

満員。４時間近い討論で、双方の基本的かつ重要な

諭点となったのは次の３つです。

１）ダイオキシン類（ァ）毒性は、この本の記述どおり

何でもない物質なのか。ダイオキシン対策は必要な

か っ た の か。

２）環境中および人の体に取り込まれているダイオ

キシンの大半はゴミ焼却由来ではなく、過去に使っ

た除草剤が原因なのか。

３）ダイオキシン法は「亡国」の法律か。

まずダイオキシン類の毒性と対策の必要性の有無

に つ い てー。

著者側は本の中で「ダイオキシンは話題にするの

もばからしいほど『なんでもない物質ｊなのである』

と主張。これに対し、宮田氏は長年のダイオキシン

研究の経験を踏まえて「人体内に蓄積されている化

学物質は環境ホルモン、残留農薬、食品添加物、水

道消毒生成物、ダイオキシン類など５００以ｈと言われ、

生体影響のプライオリティーの高いものから汚染対

策が順次進められている。プライオリティーの一番

高い、代表的なものとしてダイオキシン類があるの

です」と明快に説明しました。

体 内 へ の 取 込 み は 農 薬 由 来 な の か

次に「ダイオキシンの大半は塩ビともゴミ焼却炉

とも関係がなく、体内のダイオキシン量の主体は過

去に使用したＰＣＰやＣＮＰを主とする除草剤が原

閃だ」とする渡辺氏の主張については、宮田氏と意

見が真っ向から対立しました。

渡辺氏は「ゴミ焼却量は１９７０年から本格的な焼却

炉対策が始まった１９９７年までに２～３倍に増えたが、

摂取量も休内量も１９７０年代から減ってきた」と指摘、

そのうえで「休内に取り込まれたダイオキシンの主

体はゴミ焼却由来ではあり得ない」と益永茂樹、巾

西準子両松浜国立大学教授の論文を基に農薬由来説

を 主 張 し ま し た。

これに対し、宮田氏は「琵琶湖南部、淀川、宍道

湖（島根県）底質に堆積されたダイオキシン類に関

する調査・研究を例に挙げ、「農薬が主な汚染源であ

るとする研究は試料・検体の数が少なく、あまりに

もラフな仮定、算出因子が使用されています」と農

薬 巾 来 説 を 強 く 批 判 し ま し た。

最後に「ダイオキシン法は亡国の法律」「為政者は

見直しを決意すべきだろう」と本で同法の制定を強

く批判しことに対し、藤原氏は「もし著者らが主張

されるように、焼却炉に対して厳しい基準値を適用

することが『亡国』につながるとすれば、日本の法

律と同程度か、もっと厳しい基準値を適用している

ドイツやオランダ、スウェーデン、ベルギーなども

同じように国を滅ぽすのではないか」と述べました。

波辺氏はダイオキシン法を「亡国の法律」と見る

立場から、この立法に貢献した市民運動、「ダイオキ

シン・環境ホルモン対策国民会議」を悪意としか受

け取れないような文章で批判しています。これにつ

いて、藤原氏は「私は当時、運動に関わってきたの

で、 すべ て を 知 って い る 。 書 か れて い る こ と は 、 す

べてフィクションです」と言い切りました。

会場から批判と抗議が相次ぐ

会場からの発言に移ると、滋賀県栗東市で産廃不

法投棄による地下水のダイオキシン汚染問題で市民
逆動をしている女性は「行政当局は最近、ダイオキ
シンは自然由来だと言って、対策を取らなくなりま
した。これにはｒダイオキシンはほとんど安全だＪ
と書いた、この本が大きく影響していると思う。あ

なた方は『奪われし未来』の共著者コルボーン先生
のように自分で実験して危険でないことを確かめた
のですか」と迫りました。

事 態 を 大 幅 に 改 善 し た 焼 却 炉 対 策

環境省は著者らの焼却炉対策批判をどう兄ている

のか。須藤欣一ダイオキシン対策室長は「環境省が

現在、ダイオキシン法に基づいて実施しているダイ

オキシン対策は、これまでに得られた科学的な知見

に基づいて各種の基準を定めたもの。その内容は国

際 的 に み て も 妥 当 な も の と 考 えて い ま す。 環 境 省 は

平成９年レベルと比べて９割削減する『対策推進基

本指針ｊの目標達成を今年の秋ごろ確認できる見通

しを得ています。』と言います。

同省が食品からのダイオキシン摂取量を調べたと

ころ、２００２年度の場合、体重１キログラム・１日当

たり全国平均１．６３ピコグラムで、１９９７年度からの６

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ２８Φ



年問に３２パーセントの大幅な減少。同省は「３割減

はごみ焼却炉対策の成果」としています。一方、母

乳中のダイオキシン類濃度は１９９８年の２４．５ピコグラ

ムから２００１年は２３．７ピコグラムに低下しました。

ドイツの母乳中ダイオキシン平均濃度（母乳１グ

ラム当たりのピコグラム数）を見ますと、１９８９年の

３２ピコグラムをピークに低下し、１９９８年には１２ピコ

グラム。また血液中のダイオキシン類濃度も、１９９１

年の約４０ｐｐｔから４年後の１９９４年には約２０ｐ副こ半分に

下 が り ま し た。

しかし渡辺氏は「焼却炉対策が日本より１０年は早

かったドイッでも人体のダイオキシン濃度は、けっ

して日本より低いわけではない（むしろやや多めだ）」

「ここ数十年、ダイオキシン摂取量の減少に歩調を合

わせて体内量も減ってきた。日本が焼却炉対策を始

卜ｊ

めたのは１９９７年だから、こうしたトレンドと焼却炉

は関係ないし、９７年あたりから減少が加速された気

配 も 見 え な い 」 と 書 いて い ま す。

しかしドイツと同様に日本でも焼却炉対策を中心

に発生防止対策を進めてきた結果、ようやく１９７０年

以降、母乳中のダイオキシン濃度が大幅に減少し始

めたもので、このことからも農薬汚染説の誤りは明

らかです。また人体の濃度はドイツの方が日本より

は る か に 低 い の で す。

公 開 討 論 と 環 境 省 、 厚 生 省 の 調 査 結 果 な ど か ら、

『ダイオキシン神話の終焉』は科学的根拠に基づかな

い推論と独断、決めつけ、誤った記述の多い実に杜

撰な内容であることが判明しました。著者らの責任

は大きい。誤まりを訂正し、弊害を少なくすべきで

す 。
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Ｆダイオキシンは何でもない物質」と書いた本への関心の高さを反映して、討論会は満員の盛況。
後ろ姿は左から林氏と渡辺氏。（撮影／筆者）

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１２８



ダ イ オー - - シ ン・ ルモン

『ダイオキシン
っていない｜

神 話 の 終 焉 』

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏ１２８＠

操作さえ行う実例には事欠かない。

２、二つ目の論点は「ダイオキシン騒ぎを奇貨として、焼

却炉や溶融炉メーカーが無知な自治体へ、必要を超える規

模の大型設備を、談合により高＜売り付けた」、点である。

（１）この点に関しては全く同感である。多くの公共事業

が、談合・癒着・腐敗の温床となっていることは今更指摘

するまでもない。日本の大手焼却炉メーカーがほぽ同じ

規模・規格の設備を約１／３から１／２の価格で輸出して
いる実例が数多く報告されている。

（２）ただ、教授は、国民会議が民主党やマスコミと共謀

して世論を煽り、ダイオキシン類特別措置法を制定させ、

機械メーカー・行政・族議員の癒着のお先棒を担いだよう
に報告されているが、的外れも笹だしい。教授はここで

も事実確認をせず、想像で議論をしておられる。国民会議

は、心ある学者・弁護士（多くは女性）或いは一般市民が、

将来の世代のために自分の時間を犠牲にし・手弁当で運動

しているのであり、それなりの成米を挙げ評価を得ている

と考えている。

３、最後に

（い焼却炉等によるダイオキシン・環境ホルモンを含む

複合汚染は未知のことが多い分野だけに、専門家の間でも

見解・解釈に差があることは不可避であろう。

（２）しかし、セペソ事故によって乳がんや子宮がんが減
った？咄云うデータがあるとか、塩ビとダイオキシン発生

万耳Ｕは事実上全く関係ない、など一般市民の素朴な常識を覆

すような指摘について、科学者は「まず結論ありき」の選

択的文献引川合幟ではなく、「科学」の名において、国民

に対して客観的に説明する義務がある。

（３）コストと便益に関する冷静な比較と優先順位が重要
との指抽は一般論として正しいが、だからこそ、①複合

汚染や次世代を含む健康へのＪμ響につき総合的な基礎研究
が不可欠でありにこでは行政の米たすべき役割は大き

い）、②環境対策を免罪符とした税金の浪費構造を、情報

公開・市民参加を含む公正な競争を通じ、有害化学物質と

併せて絶滅させなければならない。

常 任 幹 事 河 登 一 郎

に対し一市民の視点から

筆者は、ダイオキシンに関する科学（環境化学・疫学な

ど）や法律に関する専門家ではない。しかし、環境問題に

関しては深い関心を持ち続けてきた。本稲は『ダイオキシ
ン神話の終焉』に対して一市民の目線から見た素朴な感

想である。
１、Ｆダイオキシンの危険性は過大評価されている」との

主張について

（１）筆者にとって本書が最も危惧される点は、「ダイオキ

シンの毒性・被害に関する調査・分析は７０年代でほぽ終わ

り、普通の暮らしでは何も心配ないとすっかり分った」と

云う渡辺教授の姿勢である。

もともと市民運動が取り組んで来たのは、狭義のダイオ
キシンだけを専門的に追求することではなく、廃棄物焼却

等に伴う複合汚染や健康被害に対する問題意識だったので

あり、ダイオキシン・環境ホルモンはその象徴的なテーマ

なのである。事実、日本各地で反ダイオキシンを標榜して

立ち上がった多くの市民運動も、重金属・微粒粉塵・硫化

水素など幅広い問題提起を行っている。かかる視点からす

れば、産業廃棄物の如くあらゆる化学合成物質や薬品・塗

料など雑多な混合物の鳥熱焼却により合成される有害物質
やそれに伴う健康被害について、人類はまだその一部しか

把握していないのが実態ではないだろうか。

科学者は未知の事象に対してもっと謙虚であって欲し
い。もちろん、逆動する側も、４斗学的知見を軽視したヒス

テリックな反応では運動に限界があることを謙虚に反省せ

ねばなるまい。

（２ト、ｌｉ民団休の統計の使い方を批判しながら、行政の調

査・統計をそのまま無批判に採用しておられることも、教

授の説得力を人きく減殺している。我々は経験的に行政の

馴査・統計が、時として全く信用できないことを知ってい

る。特に日木の官僚は、「官僚無謬」など冗談にもならぬ

思い上がりと、「責任を取らない」体質から、政策の誤り

を実証されることを極端に４１Ｒう傾向かあることは周知の通

りである。その結果、「問題あり」の情幸［ｌは隠蔽し、「問題

なし」の結論が山るようにデータの選択的採用や恣意的な



オキシン・環境ホルモン問題はｊ わっ い ．

行政と企業の努力だけで環境問題
は解決できない
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行 政 と 企 業 の 努 力 の 成 果 ？

日本評論社の『環境ホルモン』（西川洋三著）には、

環境ホルモンであることを西川氏も認めている有機ス

ズ化合物ＴＢＴについて、「有機スズ化合物を使わな

くても船底に貝をっかなくする塗料の開発が進み、日

本では９７年以降、有機スズ化合物はまったく使われな

くなった。」「幸い、国際的に有機スズを船底塗料に使

わないという合意ができて、２００３年から全世界で使川

禁止になった。」という記載がある（１２０頁）。また、

「ここ３０年、行政と企業の努力により、残留性有機物

質を中心とした環境の物質汚染は順調に減ってきた。」

とも書かれている（１３２頁）。
̶ 獣 医 師 の 追 放 運 動 か ら 始 ま っ た 有 機 ス ズ 化 合

物 追 放

有機スズ化合物のＴＢＴＯは、１９８９年に化学物質審

査規制法により第一種特定化学物質に指定され使用が

禁止されたが、それは行政と企業の努力の結果ではな

い。ハ竹昭夫氏という岐阜の獣医師の個人的努力に負

うところが大きい。８７年１月２５日の朝日新聞「わたし

の言い分・養殖ハマチの怖さ」で八竹氏は、エサに混

ぜる抗生物質とともにＴＢＴＯ問題を告発している。

小見出しは「効率に追われ薬づけ」「漁網に有機スズ

塗る」となっている。ハ竹氏は、ＴＢＴＯを海の除草

剤と名付け、ハマチの奇形の原因となっているだけで

なく、ｉ魚師には「物を落としやすくなったり、感触が

鈍化してミンチ製造機で指を切ったりする例がかなり

出た。」とも述べている。

ハ竹氏は、漁業者の健康と養殖魚の安全を求め続け

てきたのに、こうした告発により養殖ハマチの価格暴

落などを招いたとして、一部漁業者から目の敵にされ、

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２８
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海に突き落とされそうになったことまである。当時有

機スズ化合物の環境ホルモン作用など、誰も知るはず

もなかったが、ハ竹氏の先駆的なＴＢＴＯ追放活動が

なかったなら、有機スズ化合物の全面使用禁止などは

あ り 得 な か っ た。

水 田 除 草 剤 Ｃ Ｎ Ｐ の 場 合

同じくダイオキシンを含むことが明らかな水田除草

剤ＣＮＰも、東京都衛生研究所の山岸達典氏（当時）

の献身的な調査研究や、新潟大学山本正治教授の１０年

にわたる疫学研究がなかったら、決して登録落ちする

こともなかったであろう。ＣＮＰは現在東京湾に薔積

し魚介類を汚染しているダイオキシンの原因物質の一

つとされているが、山岸氏は、すでに７０年代後半には、

ＣＮＰが東京湾のアサリや利根川のオイカワに蓄積し

ていることを調査公表している。しかも、こうした貴

重な事実を誠実に調査し報告した研究者が、厚く遇さ

れることはなかったのである。

また８２年～８３年の第一次ＣＮＰ追放運動、山本教授

の研究報告を受けた後の消費者団体による大規模な第

二次追放運動、さらに三西化学農薬公害裁判（原告側

敗訴）やその支援運動などの存在も忘れてはならな

い 。

有機スズ化合物もＣＮＰも、行政は当初何もしなか

ったし、企業は製造し続け、販売し続けた。それを抑

しとどめ、使用禁止に追い込み、環境の回復に力があ

ったのは、研究者や消費者であった。行政や企業の努

力だけで環境汚染を回復させることはできないのであ

る 。



ダイオキシン・環境ホルモン問題は終わってい

ＥＰＡは、さらに、２２０（）３年４川、ＰＦＯＡ（パーフ

ロオロオクタン酸）についても、同様の懸念を抱き、

優先的に検証することを発衣しました。ＰＦＯＡは、

「テフロン」（デュポン社の商品名）などのフッ化ポリ

マーの製造過程で助剤として使川されています。また、

テフロンなどの製品に含まれる物質が環境中や生体内

で分解、代謝されるとＰＦＯＡが生成されます。テフ

ロン加工のフライパンを加熱するとＰＦＯＡが大気中

ＰＦＯＳ（パーフルオロオクタンスルホン酸）は、

３Ｍ社の「スコッチガード」の主成分で、撥水撒油剤、

防汚剤、消火剤、界面活性剤などさまざまな用途に使

用されていました。水も油もはじく性質があるため、

産業用の他にも、ハンバーガーの包装紙や衣類の防水

加工、カーペットの防汚加工など、日用品にも多用さ

れ、約５０年間にわたって大皿に生産・使川されていま

し た。

ところが、１９９９年末に、アメリカ岩毒怨色呆護庁

（ＥＰＡ）は、ＰＦＯＳが人や生態系に悪影響を及ぼ

しているのではないかとの懸念を抱き、訓査に踏み切

ったのです。すると、翌２０００年５月に、ＰＦＯＳの最

大の上産メーカーであった３Ｍ社は、突然、ＰＦＯＳ

の生産を２００２年末までに中止することを決定しまし

た。３Ｍ社は、この巾止によって、年間約３億２０００万

ドルもの弓を。ヒを失ったと言われています。よほど問題

があったのではないかと推測されるのですが、真相は

不 明 で す。

Ｐ Ｆ Ｏ Ａ も 優 先 的 検 証 の 対 象 に

ＮＥｖｖｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１２８（ｌ）

これらの有機フッ素化合物は残留性があり、環境巾

の至るところから検出されています。平成１４年度の環

境省の調査では、２０ケ所の調査地点（水質）の全てか

ら、ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡが検出されました。

ＰＦＯＳやＰＦＯＡは、人や野生生物の体内からも

検出ｌされています。北極の海洋哺乳類の血液中にも含

まれており、まさに地球規模の汚染物質といえます。

ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡの毒性は未解明ですが、テフロ

ン加工の鍋芯ｒ高温に加熱するとインコなどの鳥が急死

することが靴告されています。ＥＰＡの調査によると、

動物実験では、発達及び生殖毒性、肝峨障害、発ガン

性を示すデータが得られています。人への影質は不明

ですが、か｜生か後になって証明されたとしても、ダイ

オキシン同様、これだけ地球上に拡散してしまった有

機フッ素化合物を回収することは不可能です。

取り返しのつかない事、態になる前に、予防原則に基
づく対策が求められています。私たちも、「便利だか

ら」とテフロン製品を使う暮らしを、今一度考え直し

てみる必要があるのではないでしょうか。

Ｃこ放出されますし、テフロン製造工場では大気や水に

ＰＦＯＡ；う吋非出されています。テフロンは、鍋などの

表而のコーティング剤の他、衣類やカーベット、ファ
ーストフードの容器包装材などさまざまな用途に使わ

れています。テフロン以外にも、ＰＦＯＡに分解され

る有機フッ素化合物は少なくありません。

Ｐ Ｆ Ｏ Ｓ 、 Ｐ Ｆ Ｏ Ａ の リ ス ク

事 務 局 長 ・ 弁 護 士 中 下 裕 子

い

地球を汚染する有機フツ剽ヒ合物

いま、ダイオキシン、ＰＣＢなどの有機塩素化合物

と同様の地球規模の汚染物質として新たに注目を集め

ているのが、ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡなどの有機フッ素化

合 物 で す。

３ Ｍ が Ｐ Ｆ Ｏ Ｓ の 生 産 を 中 止 に



発起人からひとこと
国民会議発起人
作家
なだいなださん

第９回

国民会議の発足にあたり発起人になってくださっ
た方々からメッセージを寄せていただいています。

今回は、作家としてご活躍されているなだいなださ
んにご寄稿いただきました。

ダイオキシンから緑へ

世の中には、放っておけない問題がたく

さんある。ダイオキシン問題もそうだ。問

題の重要性を世の中の人に注目させる。そ

のため、いろいろやり方はあるが、われわ

れ の や って き た こ と も 一 つ の 選 択 だ っ た。

そしてそれなりの成米を十。げてきた。《や

って き て よ か っ た 》 の 思 い は あ る だ ろ う。

だが振り返って世界を眺めると、ダイオキ

シ ン に 取 り 組 んで 成 果 を あ げ て い る 間 に

も、放っておけないことが、つぎつぎに現

れた。その前にも、放っておけない問題が

あって、ただぽくたちの目にとまらなかっ

ただけ、というケースもたくさんある。

その一つ一つの現場から《助けてくれ》

という悲痛な叫びを受け取ると、何とかし

なければと思うが、そうあれにもこれにも

加わっていられない。そのために、署名だ

け す る と い う 形 だ け の 連 帯 に な り が ち だ。

それでも、これまでいくつの署名と、一回

だけのカンパをしてきたことか。

だから思うのだ。この辺で、平和と環境

を大テーマとして、ミドリの旗印のもとに

集まれるものは、みな集まったらどうだろ

うかと。世界を見渡せば、ヨーロッパでは、

緑の党がますます存在感をましている。

最 近 、 中 村 敦 夫 さ ん に 会 っ た 。 そ して、

かれがミドリの会議を提唱されていること

を知った。もちろんかれ白身の参議院選挙

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２８

も視野に入れてのことであろうが、その向

こうに、請外国の緑の党のような存在が視

野にあることはたしかだ。かれに会ってま

すます、これまで全国でバラバラに取り組

んできた活動家が、結集するのは今だとい

う 思 い を 強 く し た。

われらがダイオキシン・環境ホルモン国

民会議も、緑の会議に参加したらどうだろ

う 。 こ れ ま で の わ れ わ れ の 運 動 の 集 積 を、

より広い場で知らしめ、自分も他の問題に

視野をひらき、そしてわれわれの経験を社

会的活勁に活かせるようになるよい機会だ

と 思 う。

世界の緑の党を見ると、圧倒的に女性が

多い。男が戦争と経済開発に傾斜しがちな

のとくらべると、より遠い未来の人間のた

め、地球のためを考えるのは女たちだ。

日木にも、地方議会で環境問題の取り組

みをリードしているのは、ＮＥＴの女性議

員たちだ。身の回り、家庭の問題から、政

治を発想出来るのは主婦で、子供を戦争で

殺し殺されるのに反対なのも主婦だ。これ

らの人たちが、緑の旗の下に集まる必然性

は 日 本 に も あ る。

世界の緑の党の功繊は、政治の世界に現

実感覚の豊かな女性を、多数送り込んだこ

と だ。



「残留性有機汚染物質に関する
ストックホルム条約」が

有効な国 内 実 施 計 画 と 途 上 国 支 援 を

日本政府も、２００２年８月にこの条約を締結しまし

た。締約国は条約の発効後、２年以内に国内実施計

画を策定しなければならず、２００３年１月から関係省

庁 で の 連 絡 会 議 が 開 催 さ れて い ま す。 日 本 国 内 の

ＰＯＰｓ閻題は既に対策が終わったように言われること

もありますが、ダイオキシンの排出削減、過去に埋

設された廃呉楽による環境汚染、処理がこれから始

まるＰＣＢなど、収り組むべき課題は多く残されて

います。また、地球規模でＰＯＰｓ汚染をなくすために

は、途上国がマラリア対策として使川するＤＤＴを

いかにより安全な物質へ代物するかということであ

り、そのためには先進国から途上国への技術的・資

金的援助が欠かせません。

ＮＥｖｖｓＬＥＴＴＥＲｖｏ１２８＠

紆 通 称 Ｐ Ｏ Ｐ ｓ 条 約 と も 呼 ば れ 、 残 留 性 有 機 汚 染 物 質

を 段 階 的 に 廃 止 し て い く こ と を 目 指 す 国 際 的 な 枠 組

みを定めた条約。ht t p : / /www .ｒ３ｏｐｓ.ｉｎｔ（国連環境計

画のサイト）
＊ ２ ス ト ッ ク ホ ル ム 条 約 の 署 名 ・ 締 結 国 リ ス ト。

http://www.Ｐｏｐｓ.ｉｎｔ/ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／ｓ治ｎ£１ｔｕｒｅ／ｓ治ｎｓｔａｔｕｓ．ｈｔｍ

（国連環境計画のサイト）

昭ＰＯＰｓとは、Ｐｅｒｓｉｓｔｃｎ１０ｒｇａｎｉｃＰＯｌｌｕｔａｎｔｓの略で、

残 留 性 有 機 汚 染 物 質 の こ と 。 難 分 解 性 で 生 体 内 に 薔

積 し や す く 、 大 気 や 海 洋 経 山 で 長 距 離 を 移 動 し 、 地

球 全 体 を 汚 染 す る 可 能 性 が あ る 環 境 汚 染 物 質 。 現 在、

ス ト ッ ク ホ ル ム 条 約 で Ｐ Ｏ Ｐ ｓ と 指 定 さ れて い る １ ２ 物 質

は 、 ア ル ド リ ン 、 ク ロ ル デ ン 、 Ｄ Ｄ Ｔ 、 デ ィ エ ル ド リ

ン 、 エ ン ド リ ン 、 ヘ プ タ ク ロ ル 、 マ イ レ ッ ク ス 、 ト

キ サ フ ェ ン 、 Ｐ Ｃ Ｂ 、 ヘ キ サ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン 、 ダ イ オ

キ シ ン 、 フ ラ ン。

２００５年初めにＣＯＰＩ開催

２００５年初めには、ウルグアイのプンタ・デル・エ

ステで第１回締約国会議（ＣＯＰ１）が開催されます。

ＣＯＰ１では、ＤＤＴの代替問題や「利用可能な技術」

について議論され、現在ＰＯＰｓとして指定されている

１２物質（＊３）に、どのような化学物質や農柴を追加

していくかを議論する委貝会も設置されることにな

っ て い ま す。

Ｉ
■２００４年５月１７日に発効

フランスの批准により締結国５０カ国へ

「残留性有機汚染物質に間するストックホルム条
約（ＰＯＰｓ条約）」（＊１）は、５０カ国が４ｉ` ？？結後、９０日
後に発効します。２００４年口打７日にフランスが５０カ
国目の締結国として、同条約に批准し、ストックホ
ルム条約は５月１７日に発効する予定となりました。

３月１９日時点の締約国は５３カ国０２）です。条約の
締結国は、リオ宣言の第１５原則にある予防的な取り

組みに留意し、有害な化学物質から人問の健康と環
境を守る法的義務を持つこととなります。国民会議
は第３回政府間交渉より本条約の交渉過程にＮＧＯ
として参加してきましたが、条約が発効したことは

毒物のない社会に向けての前進と言えます。



ケートヘのご協力を
うございました

国民会議では、昨年秋、会貝の皆様にアンケ
ートを実施し、多くの方々から回答を頂くこと

ができました。本当に有難うございました。

アンケートの質問は、（１）創立５周年をむか

えるにあたって国民会議ヘー言、（２）国民会議

の良いと思われる点、改善が望まれる点、（３）

今後、国民会議が取り扱うべきと思われるテー

マ、（４）今後ブックレットとしてまとめるべき

というテーマ（既刊のブックレットの感想を含

む八（５）［Ｉ頃、化学物質に関して疑問に思っ

ていることや問題と思われていること、誰かに

敦えて欲しいと思う疑問などありましたらお書

き下さい、というものでした。

色々なご意見を頂きましたが、主なものを挙

げると、国民会議の活動については、ダイオキ

シン１二町題は終わったとする意見に対して適切に

対応していくべき、国民会議の活動が東京を中

心に行われているため地方の会貝が参加しにく

い、などの意見がありました。また、興味のあ

るテーマとしては、農薬、食品、パーマ液や化

粧品といった家庭用品の安全性を複数の方が挙

げ て い ま し た。

国民会議事務局では皆様の提案などを踏まえ

ま して、 ダイ オ キ シ ン ・ 環 境 ホ ル モ ン の 内 部 学

習会の開催（別掲）、関西地区でのシンポジウム

開 催 な ど を 現 在 計 画 して お り ま す。 さ ら に 、 ニ

ュ ース レ タ ー に 食 品 に つ いての コ ー ナ ー を 設 け

るほか、近々家庭用品に含まれる有害化学物質

に警鐘を慣らすためのブックレットも発刊する

予 定 に な っ て い ま す。

皆 様 に ご 満 足 頂 く 活 動 を 行 う に は 、 ま だ ま だ

課題がたくさんあるかもわかりませんが、少し

ず つ で も 改 善 して い き た い と 考 えて い ま す。 ニ
ュ ース レ タ ー の 企 画 な ど 、 様 々 な 企 画 に 皆 様 の

ご 意 見 を 反 映 さ せ て い き た い と 考 えて い ま す。

新 た に 思 い つ い た ご 意 見 な ど ご ざ い ま し た ら、

是 非 事 務 局 に ご 連 絡 下 さ い。

今後とも、ご支援のほど、どうぞよろしくお

願 い 申 し 上 げ ま す。

会員からの皿レＡ］
トコロテンや海藻は、ダイオキシンについて例外として、コンブに高い値があり、特に本州寄り

Ｑみたときに安全と言えるのでしょうか？の太平洋岸で、襟裳岬以東太平洋１３４１、襟裳岬以西
海藻類に関しては、あまり心配しないで食べ

Ａても良いと思われます。

海藻のダイオキシン類濃度（ピコグラム／ｇ）を国のデ
ー タ か ら み て み る と 、 以 下 の よ う に 、 ほ と ん ど が ０ ． １

以 下 で す。

トコロテンの原料となるテングサ：関東沖０．００１

瀬戸内海西部０．００５

ヒジキ：生Ｏ加～０、００１、乾燥ヒジキ０．００６２

ノリ：０．００２～（１０２８、海苔伽工品）０．１９０

ワカメ：０．０００～０．００４、コンブ：０．０００～２．７１４

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２８

太平洋２．７１４という高濃度です。水産庁によると、検

査の前処理の段階でダイオキシン類が混入した可能性

があるので、現在再訓査中とのことです。

以上のデータからすると、海藻類は、概して脂質含

有率も低く、水溶性の食物繊維を多く含みダイオキシ
ン類の排川効果をもつので、積極的に食べたい食品で

す。ただし、一部のコンブに関しては、他の海藻より

も数値が高いので、今後の調査を注視したいと思って

います。（文責：森脇、事務局）



（最近の国際動向）

米国医 療 施 設 現 場 が 有 害 物 質 排 除 と 環 境 配 慮 へ

米国で医療施設から水銀、ＰＶＣ（ポリ塩化ビニー
ル）樹脂などの有害物質を人の健康と環境配慮とい

う観点から排除する動きが進んでいる。
一昔の人ならば良く覚えているであろう。ヘルス

ケア製品の１つでもある、水銀温度計にはおよそ１ｇ

の水銀が含まれている。２０００年の米国における試算

でも、水銀温度計から一般固形廃棄物に混入する水

銀だけでも毎年１６．８ｔという量がある。病院などの医

療施設で使われる非医療機器（高輝度蛍光灯、非電
ニｊ｀恒温器、スイッチ、圧力計、洗浄装置など）にも

水銀は含まれている。水銀の有害性については、あ

えて語るまでもないだろう。

プラスチックも医療機器に大量に使用されている

のはご存知の通りである。点滴用の半透明の軟らか

い容器はその良い例だ。あの容器の軟らかさを引き

出すために、フタル酸塩が添加物として添加されて
いるのである。フタル酸塩の製造や焼却廃棄の過程

でダイオキシンも発生する。フタル酸塩類自体が環

境ホルモンとしての疑いがある化学物質でもある。

水銀だけで環境中に年間１６．８ｔが廃棄されていると

いう米国の事例から推洲すると、世界規模では相当

の廃棄量であろうと考えられる。これらが魚に蓄積

され、２００３年度には米国や日本でも「特＝定の魚類

（まぐろ、金目鯛など）を妊婦が食べないように‥・」

という行政の指導があったことＣ；ｋｌ記憶に新しい。プ

ラスチック医療機器の廃棄量というのも、相当の量

であることが推測できよう。その焼却過程から発生

するダイオキシン量というのも世界規模では相当の

量 で あ ろ う。

こういう状況に立ち向かい始めた運動の中心的役

割を果たしているグループが、米国にある。ヘルス

ケア・ウイザウト・ハーム（ＨＣＷＨ）である。ダイ

オキシン際題に取り組む組繊として１９９６年に設立さ

れたが、その活動をヘルスケアのあらゆる分野に広

翻 訳 ： 森 谷 隆

げ、「全世界のヘルスケア産業を環境面で持続可能

なものに、そして人々の健康や環境に害を与えない

ものに変換すること」をその使命として掲げている。

このグループの活動には、大手メーカー数社の自社

製品からＰＶＣを段階的に無くしていくという確約を

させるなど、地道な成果を挙げている。

私はヘルスケア産業における環境配慮の程度の低

さに心を痛めることがある。病院の第１日的が「人

命を救う・病気を治す」という点にあるためか、そ

の目的達成以外のための努力や工夫というものがあ

ま り 無 い 産 業 と い う よ う に 思 え る 時 が あ る 。 医 者、

医療施設が提供するヘルスケアーサービスも、その

大 前 提 と な る 環 境 と 人 間 社 会 の 健 全 性 に 目 を 向 け、

自らの枠を超えた配慮と活動が期待される時が来て

いると言えるのではないだろうか。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１２８Φ
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これまで事務局のあった環境市民ひろばが、急ぎょ閉鎖されることになりま
した。そのため事務局は、下記の場所へ移転いたしました。急な移転のため、

皆様には色々なご迷惑をおかけしているかと思います。ご容赦頂ければ幸いで
す。（ｅ-ｍａｉｌアドレス、ＨＰのＵＲＬに変更はございません）

〒１６０-０００４東京都新宿区四谷１-２１戸田ビル４階
ＴＥＬ０３ -５３６８ -２７３５

ＦＡＸ０３ -５３６８ -２７３６

○国民会議振込口座番号についてのお詫び
前号ニュースレターにおきまして、会費が未納であった方のために、郵便局
での振込□座をニュースレターに記載いたしましたが、その□座番号に間違い
がありました。以下の番号が正しい番号になります。□座番号が違うために、
スムーズに振り込み手続きを終えられない方がいらっしゃったかと思います。
深くお詫び申し上げます。

郵便局振替口座番号：００１７０-１-５６６４２
加入者名：ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議

○講演会の講師をおさがしの方いませんか
国民会議では、ブックレット「化学汚染から子どもを守る」「食品のダイオキ

シン汚染」や、この春発刊予定の家庭用品のリスクについて記したブックレッ
トの執筆陣など、様々な分野の専門家が在籍しています。もし、皆様の周囲で
「環境ホルモン」や「有害化学物質」、「子どもの生活環境」や「食品と有害化学
物質」などをテーマとした講演会を開催する予定がありよしたら、国民会議に
声をかけてみませんか？

編集後記広報委員会委員長佐和洋亮
表現の自由

先日、有名政治家の長女の離婚を扱
った週刊誌に対して、東京地裁はプラ
イバシー侵害を理由にその出版を差し
止めた。出版物の検閲ともいえるこの
判断に対しては、法律専門家やマスコ
ミの間で批判的な意見が多かったとこ
ろ、高裁はプライバシー侵害は認めた
ものの、表現の自由への重大な制約に
なる出版禁止を認める程ではないとし
て、この決定を取り消した。「個人情報
保護法」や「有事法制」などでマスコ
ミヘの規制が進められている状況下、
地裁の決定は政策の先取りではないか、
との声もあった。
マスコミの先進国欧米なら、この程

度のゴシップ記事は当たり前だそうだ。
例えば米国の大衆紙『ピープル』のク
リントン前大統領の一人娘のスキャン
ダル特集、フランスの『パリマッチ』
のミッテラン元大統領の「隠し子」、英
国の［サン］もダイアナ妃とチャール
ズ皇太子との別居やウイリアム王子の
私生活を報じている。ウソを書けば多
額の賠僥金を払わされるそうだが、有
名人のゴシップ記事はやはり面白いし、
時にはそれが大事件に発展することも
あり、英米では、政治家（家族も含め
て）のスキャンダルの記事が出版差し
止めなんて絶対にありえないそうだ。

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２８

２月５日広報委員会開催
２月１２日常任幹事会開催
２月２８日家庭用品プロジェクト開催
３月９日事務局移転
３月１１日中下事務局長環境省「化学物質
と環境円卓会議」出席
３月１１日常任幹事会開催
３月１９日家庭用品プロジェクト開催
☆中下事務局長が、「月刊クーヨン」３月号。
「宣伝会議」春号に寄稿しました。

国民会議では、新たに購読会員制度
を設けることとしました。ニュースレ

ターによる情報収集を目的とする企業
などの方を対象とした制度で、年会費

１万円、ニュースレター５部を郵送さ
せて頂くことと致します。皆様の周囲

で、当制度についてご興味をお持ちに

なりそうな方がいらっしゃいましたら、
是非ご紹介ください。

ところで、昨年フ月、「人心を撹乱し
た物質・環境ホルモン。１なる単行本が
出版された（日本評論社）。ｒ奪われし
未来』を機に大問題となった環境ホル
モン問題は１０年もしないうちに杞憂に
なった、それは「空騒ぎだった」と朝
日が書評欄でこの本の紹介をした。
もちろん表現の自由の下、このよう

な本でも出版を規制するのは誤ってい
る。政治家の娘の離婚問題より遥かに
重大ともいえる人類の生存に関わるこ
とを、軽々しく否定することも表現の
自由の内なのだ。しかし、その内容に
ついては厳しく検証をし、批判されね
ばならない。
米国牛の狂牛病、京都などの島イン

フルエンザ、そして最近の鹿児島豚の
豚コレラと、「牛丼チェーン泣かせ」の
今頃のウィルス問題は、『奪われし未来』
が指摘した５０年代以降のハクトウワ
シ、カワウソ、ミンク、セグロカモメ、
セイヨウカモメ、アリゲーター、アザ
ラシ、シマイルカなどの世界各地の海
や湖沼の動物の生殖異常やウイルス性
疾病に繋がるものではないのか。地球
環境問題は杞憂どころか、ますます危
機状況になっている。『やはり杞憂では
なかった環境ホルモン．ｉなる新刊本の
出 版 が 待 た れ る （ 参 考 記 事１０３／ＩＯ／１９朝日朝刊。０４／３／２０日

刊ゲンダイ他）。
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